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ETC速度抑制強化対策の実施状況について 

 
平成２１年３月１６日より４月２０日まで東日本管内で順次展開してきました、
ＥＴＣ速度抑制強化対策の状況についてお知らせいたします。 
 
 
 
 
 
※開閉バーが開くまでの時間（タイミング）を０．５～１．０秒遅らせます。 
 
（１）速度変化状況 
 速度の変化状況は、本対策実施前と比較しますと、ＥＴＣレーン通過時速４０ｋｍ以上の
割合が低減し、対策効果が見られます。 
 ＥＴＣレーンの通過時速４０ｋｍ以上の割合が、約６０％削減されました。 
 
（２）開閉バーへの接触状況 
 開閉バーへの接触状況は、本対策実施前と比較しますと、接触発生率が低減し、対策効
果が見られます。 
 開閉バーへの接触発生率は約２０％削減されました。 
 
（３）渋滞発生状況 
 今対策に起因する料金所渋滞は、平成２１年９月２９日現在発生しておりません。 
 
（４）対策効果の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

配 布 資 料 

実施前 ：平成21年 2月 1日～平成21年 2月 28日 
3ヶ月後：平成21年 6月 1日～平成21年 6月 30日 

①ＥＴＣレーンの通過時速４０㎞以上の割合が約６０％削減 
②開閉バーへの接触発生率が約２０％削減 

※ 

E T C レ ー ン 通 過 時 速 （ 4 0 k m / ｈ ｒ 以 上 ） の 割 合 推 移
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H 2 1 . 2 （ 実 施 前 ） H 2 1 . 6 （ 3 ヶ 月 後 ）

約 6 0 ％ 削 減
「 Ｈ 2 1 .2 （ 実 施 前 ） と Ｈ 2 1 .6 を 比 較 」

Ｅ Ｔ Ｃ 開 閉 バ ー へ の 接 触 発 生 率 の 推 移
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H 2 1 . 2 （ 実 施 前 ） H 2 1 . 6 （ 3 ヶ 月 後 ）

約 2 0 ％ 削 減
「 Ｈ 2 1 .2 （ 実 施 前 ） と Ｈ 2 1 .6 を 比 較 」


